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r言語学(統 語論)」を担当して
水 野 満
「語学教育の理論と手法」について
この講座は,英語や 日本語などの教師として当然備えていなければなら
ない語学教育の理論 と手法についての知識を提供することを目的として,
3年前に前期のみ開講 した。4年 と大学院生1名 を含む8名 の熱心な学生
を得て,当 時までに開発 された理論と手法を歴史的に通観 しながら,それ
らの長 ・短所を討論 し,最後に受講者に自分の希望する文法項 目なりの導
入のモデルを提示 してもらって,講座の締めくくりを した。語学教育かく
あるべ しとの理想嫁が追求できたら大きな成果が上がった と思うが,結果
は従来の指導法の欠陥を再認識し,せいぜいいくつかの改善処置を提案す
るにとどまった。その後海外出張による2年のブランクを経て,昨年の後
期 より再び この講座を持?こ とにした。この時には3名 の英語教師を目指
す学部3年 参受講者 しか得られなかった。この3名 は,従来の理論 と手法
を全般的に考察するよりは,実 際に教えねばならない状況に置かれた とき
に,ど の ような具体的な指導法を採用 したらよいかを学習してゆぎたいと
い う希望だったので,予 定の講義を変更せざるを得なかった。そこで,い
わゆ る四技能の習得を効果的にする指導法を種々の材料から取 り出し,そ・
れに批判を加えながら,最善の指導法を結論づけるとい う形になった。し
かし・ぞれまでに発表 されている注目に価する指導法を把握することがで
ぎていない準備不足を さらけ出す結果になってしまった。
この過去二学期の経験を踏 まえて,本年度の講座は,.受講生の希望する
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言語 のテキス トを選 び,そ れ に批判を加 え,そ の批判の妥当性な どをみ ん
なで批評 し,そ れ に よって具体的な指導法を探れる もの と期待 した。 テキ
ス トを選ぶ時間 がある程度必要だ ったことと,具 体的な例を少な くとも前
もって与 えて おかねば無理だ と考えた ことか ら,ま ずテ レビ,あ るいは ラ
ジオの語学講座 を視聴 して もらい,そ れ に批判を加 えるこ とカ}ら出 発 し
た。受講者11名を得 て,こ れはこち らでは考 えられ なか った視点に基づい
ての批判 な どが出て,あ る程度成功 した と思 ってい る。例えば,言 語材料
の適 切性,提 示方法,反 復方法 など,学 習者側か らの視点に立 った批判 が
かな り出た。 これ が意外 な程 の時間を取 り,テ キス ト批判は中止 し・今後
語学教育 で考 えね ばば らないsecondlanguageacquisitionにつ い て の
1,2の 論文を中心 に した討議 で前期 を終 了 した。
後期 は,受 講者 が1名 を除 ぎ4年 であるためか4名 ほ どの脱落者 が出,
コソス タソト5・6名 の授 業 とな った。SllentWay,Suggestopedia,
CommunityLanguageLeamingなどの手法 とそ の理論の紹介 と,そ れ
に伴 う疑問の解 明な どの討論を活発に行なった。文献 の不備 と,こ れ らの
手法 を実際に見聞 していないため とで,か な りの不 明な点 が出,そ の解 明
は今後 に委ね ざ るを得なか った。
これ までの経験 か ら,次 の事項を徹 底す ることが急務 であるよ うに思 わ
れ る。
(1)語学教 育において現在 まで出されている間題点 を整理 し,体 系づけ
ること。そのためには,中 学 ・高校 。大学で間題 とされてい る事項 を,関.
係機関の紀要 な り,語 学雑誌の記事 に目を通 して整理 しなけれぽな らない。
(2)secondIanguageacquisitionに関す る研究は漸 く手をつけ られて
きてお り,根 本的 な言語習得の過程 の解 明には まだ まだ時間を要す るが・
これ までの成果で は どの程度 まで,現 実 の語学教 育に適用 し得 るものがあ
るかを検討 しなければな らない。
(3)四技能中心 の指導案 を立て るのか,あ るいは文法項 目の導入を核 に,
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語い,表現形を指導 して行 くべぎなのか。あるいはcommunicativecom-
petenceを習得 させるための指導法はどうすればよいのか。以上のような
事がらを検討することが必要である。
(4)文法項目の指導に当って,言語学の成果をどの程度適用し得るかを
検討すること。例えば,大 修館発行の英語指導法一ン ドブックにみ られる
指導方法などはその具体化の上で大きな指針となる。
以上あげた事項を徐々に解決 していき,それをこの講座に反映させたい
と願っている,
「言語学(統 語論)」について
文の構造はどのようになっているのか。人間の脳の能力からそこに規則
性があるに違いない。その規則性は どのようにしたら発見できるか。こう
した疑問を少しでも解くことがでぎるような基本的な考え方を提供するこ
とを,この統語論の講義の日標とした。
言語の統語現象を考察する理論的枠組は現在遙れ動いている。 どの埋論
を基盤においたら,言語の妥当な説明が可能かは,言 語の専門家でも迷う
に違いない。 しか し現段階では,先 の目標を達成するための基盤を提供 し
て くれるものは変形文法の考え方であろ う。その適切なことを理解しても
らうために,A.Akmajian他の 「Linguistics」のSyntaxの章を よ り
どころに講義を始めた。受講者は少数であろうと思っていたところ15名を
数えた(も っとも中途から半分が脱落 したが)。句構造規則によって 句構
造標識が生成され,こ れが基底構造 となって変形規則の対象となるという
根本的な考え方を英語の構造を例に撰説 した・これによって・なぜ変形規
則をたてるのかの意味を大 まかに把握 してもらえたと思 う。お膳立てが出
来上 った ところで,く ろしお出版発行の柴谷方良他のr言 語の構造」の第
2部統語篇を下敷ぎに,言 語の構造を把握するための分析方法を示すため
に,種 々の統語現象の考察に入った。 この本の一つの大きな特徴は,従 来
の変形文法の人門書が英語の例に偏重 していた傾向を是正 してくれたこと
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と・英語 。日本語の例を中心に各国語の例が示されていることから,当該
事項の理解に非常に役立つことである。
あいまい文の扱い,句構造の限界(つ まり表面上見牝 り聞いた りする文
のみを対象としていたのでは,文が持 っている構造形式が反映 されていな
いことを気付かせること・種々の統語現象を考察することによって,深層
構造を仮定する理由)か らあらためて解説を始めた。英語の命令文と再帰
代名詞の生起も,深層に主語を設けることによって,納 得の行 く説明が可
能になる。現在までに・語順・格(生成文法のテキス トでは従来殆んど扱
われていない),受動文・代用表現,補 文構造を設定する根拠,そ れに伴
う補文の主語,目 的語,動 詞の繰り上げ現象を同書に沿 って考察 した。ま
だ重要な統語現象が残 されているが,残 された時間内での処理が難 しいの
ではないかと危惧 している。tum.onのonのよ うな不変化詞の移動
目的語の位置に関すること,疑問文の見方,it～t.hatのような分裂文の
現象等はなんとか処理 したいと考えている。 これらの事柄を導入 しておけ
ば・あとは自力でなんとか他の文献を頼 りに勉学が可能だ と考えている。
この講座の締め くくりとして・受講者が常 日頃疑問に思 っている,あ る
いは興味を持っている統語現象について簡単な レポー トを書いてもらうこ
とにしている。
本年度は,私 にとって最初の統語論の授業でもあ り,統語現象の明解な
解説がでぎなかったのではないかと思 う・この事を反省材料 として,来年
度は・先のr言語の構造」をテキス トに して,あ らたに自分の考察 したも
のをも加味 して,よ り充実 した言語の構造をとらえることのできる土台と
なる講義にしたいと思 っている。
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